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□ □

□ □

8 □ □
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総合コメント
評価できる良いところ

１開いた質問、あるいは閉じた質問の意図的使用

効果的な沈黙と促し

ブロッキングを自覚的に避けて、フォローし続けられる

効果的な繰り返しによる確認とテーラーリング姿勢

（「主な事柄」や「キーワード」を含めながらポイントを強調するようにして話をくりかえし確認をとること）

共感的励まし（共感法、感動法

気持ちや感情の明確化と気持ちや感情の繰り返し

ポイントとなる気持ちや感情の明確化とその繰り返し

自己イメージ連想法

１）自己イメージ連想の言い方の適切さ

２）自己に対する気持ちの明確化

行動目標の実行自信度やストレス度の確認
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アドバイス

傾聴技能検定基準として（適格・未適格）である。（ ○で囲む）

（１～９がすべて ●印かあるいは ○印になると適格）
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